東日本大震災の教訓について
　平成23年３月11日の東日本大震災の津波により、名取市では市域の約３割が浸水し、死者911名、行方不明者40名という未曾有の被害を受けました。

このような大規模災害の被害を軽減するためには、防潮堤などハード面の対策だけではなく、ソフト面の対策が重要であり、自助・共助・公助一体となった取組が必要になります。
　このことから、平成25年４月に東日本大震災の教訓を整理・分析し、市の防災対策と防災教育、住民の避難行動などに反映させるため、東北大学の首藤伸夫名誉教授をはじめ、地域の代表者、消防団、婦人防火クラブ、県警、学校、報道機関の代表、名取市災害対策本部の各部長からなる「名取市津波等ソフト対策協議会」を設立し、1年間検討を行いました。

　協議会が作成した『東日本大震災の教訓』は、今後、市の地域防災計画や防災対策、防災教育などに反映させてまいりますが、東日本大震災でご支援をいただいた皆様方の今後の防災対策に役立てていただけたら幸いです。
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